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　部落ごとに氏神を祀り，村びとを氏子というのはわが国の習俗であろうけれども，ことでは根強
い制度的なものになつている。その発生については1血族集団の祭る祖神酌性格をもつたものであろ
うけれども，部落の人が殆ど定着しているのでジ’神社の祭りは部落め人達の生活規範とし緊密性を
もち，都落の支配構造とも関連して，部落運営にも重要な機能をもち，そこには氏子総代の存在の
意義がある。氏子総代を鰯ると町長，町会離議長などの役職にういでいるので，．氏子総代の象徴1生
がわかる。区長が「…耳十六人衆」の輪番制になつても氏子総代が準襲性になつているのはその辺の
事情を物語るものである。　　　　　　　　　　　　　　’　　‘　　　　一
「三十六人衆」・と「家」
　野積における部落構造は地縁的結合とlril縁的結合によつて部落共同体を形成している。漁業から
生れる生産性は単独の「家」では独立性をもたず，本家・分家の家族的結合によつてその生産は維
持されて来た。本家と難も分家の協力なしには漁業生産を行うことは出来なかつだd分家はさらに
土地所有関係を通じて恩恵を受け，それが部落共有地の割地という慣行によつて分与されるのであ
るから，部落の規制を受けるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　，一．
　野積における「家」は「まき」とL・う伺族結合を通して，漁業や盤業の生産単位（完全に独立し
たものではないが）であると共に，大網や共有地のよ’う液部落歯生産開係につながることによつて
部落構造の構成の一分子となる。　「家」と「家」’の相互蘭係が野稜め部落である。入は必ずいずれ
かの「家」に属し一jその「家」の一員であることにまって「野塩li」の成員となる。そめ「家．）’とて
も「野重「自という共同体を離れて存在はしないわげセある。、（系議関係めない人はいずれか適当な
本家をみつけて，その「まき」に入る。）　　　　　　　　　　　　　rr、，，．
　こうして形成された「家ゴや「部落」’は「三十六人衆」の規制をうける6　「三十六人衆」は部落
秩序の中心となり，部落の日常生活や行動様式の型をっくりあげている。とこでみられる．「三十六
汰衆］の層は注目する必要がある。一磯田教授の指摘される「日本の村看騨｝造は二つの顕著な，・型j，
に大別され得る。一つは家格制の存在する村落であり，他はそれの存在しない村落である」12）という
見方からするならば野積は家格性の存在する村落で，「三十六人衆」どのつながりにおいて評価さ
一一16＿
れるr家」を媒介とする身分制個ヒニラルエーの存在する村藩である。川島教擾の指1商によ5｝tぼ・身
分階層制1器）ということになる。身分的ヒエラルヒーと身分階図を同じものとみるかどうかは問題は
残されているが，r階層は，生産手段の所有関係や搾取関係に基くのではなく・格rankと顔pre－
stigeとに藻いて形成されるところの，人の一1司木の農村では，まず「家」の一一祉会的地位を
区別する横断的な層である、・・）。鰍の場合を考えると灘轟や土地所有からみれば生産関係の所有
関係が強調されるけれども，日常生活の面では本家・分家の温摘関係であり，本家の層が「三十六
人衆、であり，分家が「こやけ」であり，　「おもだち」　「こまえ」は野積部落における「家」の社
会的評価による横断層とみることが出来よう。ヒエラルヒーにみられる頂点というのはない。　「三
十六人とは，どういう訳で出来たのでしよう，昔はきつと，みんなでおたがいに力を出しあつて，
村の人達を助け合つて，そしていつも明るい住いよい村にしてゆこうではないかと発足したのが三
十六人だと私は信じております。・」15）と村びともいうように，本家・分家の「分」に応じた生活様
式の中で安心を得たものである。それは「一人の家長の下で秩序ある生活をしてtsり・都会の同居
人のように喧嘩などするようなこともない」　f分家は本家に対してあくまでも義理を守つてt「てつ
だいttに出かけて働いてこなければならないj　「仲人は必ず嫁入先の本家である」というふうに，
野積としての共同体としての謁和一一「和の精神」を「家」との関係においてとらえられている。
野報の平和は「家」を媒介とした情緒的伝統が支えており，、日常行動の規範が「義理」ということ
になり，身分的階層制が茱端まで浸透し固定することになる。：
　　「三十六人衆」にとつては昭和4年に制定された野積重立組合定款によって，「三十六人衆」を
中心とした部落構造とその支配原理は「おきて」というふうに実定法fi　1規範として再編成されてい
る。　「野積地形図ハ製作中多少粗略ノ点アル毎……地券終了当時申伝ビアルモ戴二改メテ実行ス
ル」と伝統を背景にした超世代的な「家」としての一F，三十六人衆」！ま制度的な意味をもたせてい
るo・
’部落ではあとで述べるよ一うに「三・卜六人衆」に対す為批判もあり，むかしのように，服従を自明
のものだと，確信をもつているわけではないが，「三十六人衆」のなかには町長16，，町会副議長と
いう役職にあウ，国家機構と結びつくとか，杜氏組合という職業に関係して部落の人の生活機会を
支配しているから，「三十六人衆」の支配は新しいうごきの獣こは固定している。それを直ちに，
野積重立組合定款を「三十六人衆」が「おきてJといっているからといつて，実定浩的とみること
は出来まい。
　しかし，「三十六人衆」の支配が実定法と異るにしても，蔀落の人に貌実Q行動に事実力をもつ
ているならば，国家法は二次的なものとなるb野積における限り・「三十六人衆」は正当性をもち・
そこから展開する規範は正しい規範となり，その違反に対しての制約はある。　　一』
　　　　　　　　　　　　　　　　　今　後　の　課、題
　日本の農村の類型としてみるとき「家」はいくつかの階層に分けられて．L　iる場合が多いが・野秋
の場合は二つの階層しかないということ指摘したい。囑安定しているときには問題はない。社会1i勺な
力Social　forceが対抗し矛盾する場合，どちらの力によつて部落秩序が強化されるか，否定され
るかということが問題になる。例えば昭和4年の場合はr三十六人衆」の「おもだち」支配によっ
て部落支配は安定したとみられよう。しかし，現在濃地改革による土地所有の変化，民主主義思想
による家柄や家格の観念が批判され，「三十六入衆」を成立せしめた歴史的条件は変化している現
在，社会的な力がどのように展開するか一つの課題となる。
　二つの階層しかないことは，新しい社会的な力があらわれると，　「階層約支配は赤裸々な力の関
係として不安定なもの」17）となる。いますぐに野積の力関係を測定することは出来ないが，その力
関係の現実をとりあげてみよう。　　　　　．、・
．．．．・， P7＿
　　工．　太予講の賃金決定
　大工，麗根職人の講である太子講は職人に関係のない「三十六人衆」常会によつて賃金を決定す
るのは不当であるとして，昭和14年自ら賃金を決定することを宣言した。漁業は哀退し，本家・
分家の協力年よる家族労働の生産関係もなく，耕作面積も狭く，第三分家以下になると土地の分与
もなく，手に職をもつて独立するものが多くなれば，　「家」の関係だけで利害関係や対抗関係をぼ
かすことが出来なくなつた。
　　2・野積文化の会を中心にしたうごき
　戦後野積の文化運動として，　「ペソクラプ」　「文化の会」などが結成されたが，保守。革新の色
彩が濃く，昭和27年には解散している。その後，昭和29年「野積文化の会」が結成され，雑誌
「ひかり」を発行している。発行部数は200部を数えている。初期の内容をみると　「野積の封建
性」という論調が多いが，号が進むにつれて「三日でまJ、「区長制」　「砂丘地開田J　「割地」問題
をとりあげ，「三十六人衆」の村落支配を批判している。それは同時に政治的な運動にもなつてい
る0
　　3．　野積砂丘地開拓事業をめぐる問題
　大河津分水の土砂の流出によつて堆積された砂丘地40町歩の開墾が進められているが，入植者
増反者をめぐつて伝統酌な土地所と個人所有との問題がある。いまこの問題に直ちに測定すること
はできないが「象」の問題がどのように見直されか現実の問題である。
　野積の人たちは規範を規範として意識することなく「三十六人衆」を中心とした自分の「家」を
基準とした価値体系によつて行動をして来た。いま野積には新しい動きと古い伝統的な諸関係があ
る。　「三十六人衆」は吉い「家」を温存させて来た。しかし，現実に動いている家族生活にはそれ
自身の法則はあるが，「三十六人衆」がいつまでも，それを矛閥なく包括するものであるかどう
か，新しいものに転化するものであるか，予測するのも一つの課題である。この課題に答えるに
は，部落意識がさらに追求されなければならない。客観的な判断をするには余りにも直接的であ
i），現に進行中のものが多いので，その時機をまちたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註
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